
2019～2020 年度 中部第 2 回評議会議事録   

日  時：2019 年 9 月 8 日（日） 11:00～12:00  

場  所：名鉄ニューグランドホテル  

出  席：小林部長、柴田直前部長、早川次期部長、荒川書記、杉山会計、山内監事 

川口直前監事、谷川Ｙサ・ユース事業主査、荒川地域奉仕・環境事業主査（兼 

任）、鷲尾ＥＭＣ事業主査、松原国際・交流事業主査、深尾メネット事業主査、 

荒川情報委員長、山内会長（金沢クラブ、兼任）、深谷会長（名古屋クラブ）、 

山村会長（名古屋東海クラブ）、 都築会長（名古屋南山クラブ）、吉田会長(名 

古屋グランパスクラブ）、亀野会長（津クラブ）、清水会長（とやまクラブ） 

戸所理事、浅野前年度会計 

司  会：荒川書記   

  

開会点鐘  小林部長       

開会祈祷  山内監事 

ワイズソング     

定足数確認  2019-2020 年評議会構成数 18 名、出席 18 名により成立。 

議長選出  中部部則第 9 条第 3 項により部長が議長となる。   

 

審 事  

 第１号議案  前年度事業報告、会計決算報告並びに監査報告。 

 

    柴田直前部長より前回評議会以降の活動が報告された。（詳細は中部ＨＰ等に掲

載）、浅野前年度会計より会計決算が報告された。川口直前監事より適正に処理さ

れている旨の会計監査が報告された。 

全会一致で承認。 

 

 第２号議案  本年度事業計画及び会計予算。 

 

     浅井昭和（名古屋南山クラブ）の退会に伴い、荒川文門（名古屋南山クラブ）が地

域奉仕・環境事業主査に選出された。 

 

小林部長より以下の事業計画が報告された。 

（１） 評議会の開催時期 

（２） クラブ公式訪問 

（３） 部報の発行 

（４） その他の行事 

    杉山会計より、前年度からの繰越 407,093 今年度収入 394,400 今年度支出 

450,000 次期繰越 351,493 の会計予算が報告された。 

全会一致で承認。 

 

 第 3 号議案  次期中部部長及び部会ホストクラブの確認。 

次年度の部書記、会計及び各事業主査の承認。 

 

次期部長          早川 政人  （名古屋グランパスクラブ） 

部会ホストクラブ    名古屋グランパスクラブ  

部書記           荒川 恭次  （名古屋グランパスクラブ） 



部会計            服部 庄三  （名古屋グランパスクラブ） 

事務局長          高田 士嗣  （名古屋グランパスクラブ） 

各事業主査     早川次期部長に一任 

全会一致で確認及び承認。 

     

第 4 号議案  次年度の次期部長、部監事、部選出代議員の選出。 

 

次年度の次期部長       渡辺 真悟  （名古屋クラブ）      

次年度の部監事         柴田 洋治郎 (名古屋東海クラブ）         

次年度の直前監事       山内 ミハル (金沢クラブ）  

次年度の部選出代議員   小林 滋記  （名古屋南山クラブ）      2020～2021 

            早川 政人  （名古屋グランパスクラブ）2020～2022 

次年度の各委員長  

情報委員長           荒川 恭次  （名古屋グランパスクラブ）                     

中部ワイズ起こし実行委員会 

委員長     柴田 洋治郎 (名古屋東海クラブ）        

愛知地区    谷川 修    (名古屋クラブ） 

三重地区     薦田 正男   (津クラブ）        

北陸地区    山内 ミハル（金沢クラブ）   

全会一致で選出。 

 

協 議  

 部の運営について 

・ とやまクラブの発足、四日市クラブ、犀川クラブの解散もあり、部長及び部会ホス 

    トクラブの選出方法について、輪番制の見直し等を行う必要がある 

・ 小人数のクラブでは部会ホストに限界がある。 

・ 今後クラブ単位での輪番制は維持できないのではないか。 

・ 部会の在り方を検討してはどうか  

今後継続して協議していくことが確認された。 

 

監事講評  山内監事 

閉会点鐘  小林部長  


